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本柱」を掲げている。「断酒 3 本柱Jというのは受診継続、自助グループ(断酒会もしくは Alcohlic




て調べることにより、「断酒 3本柱」、そしてその柱 lつ 1つの有用性を評価することを目的として行った。
対象は、アルコール依存症と診断され、三重県立こころの医療センターに入院した患者全員であり、期
聞は 207 年 1 月 1 日から研究参加同意者が 10 人に達するまで (208 年 8 月 25 日)継続してエントリ
ーし、前方視的に調査した。退院後 2 年後の「断酒 3 本柱」に関する受診継続、自助グループへの参加、
そして抗酒剤の服用と 2 年後断酒率との関連について調べた。
退院 2 年経過する前に研究参加中断希望した者が 2 名存在し、最終的には 98 人が対象となった。退
院 2 年後の状況として、受診継続者は 48 人(うち 5 人は他院)で、受診中断者は 25 人、死亡者は 14 人
(死亡時平均年齢は 54 .4歳)、連絡の取れない不詳者 1 人で、あった。
断酒 3 本柱を道守した群と遵守で、きなかった群との比較を行ったところ、 2 年間に死亡した者と不詳者を
除くと、断酒 3 本柱を道守できた者は、 2 年間の断酒率は有意に高かった (p く0.5) 。また、回帰分析にお
いて、受診継続、自助グループ参加のみで、も有意に断酒率は高く、調整後オッズ比はそれぞ、れ 5.3 と
3.79 で、あった。
本研究の結果から、「断酒 3 本柱」を遵守することで、少なくとも退院 2 年後の断酒率を高くする可能性
が示唆できる。また、その原則のヨちの 1 つの柱を遵守することや柱を組み合わせることで、も、退院 2 年後'
の予後を有意に改善することが示唆された。
